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はじめに、

鹿鹿行行地地域域のの医医療療のの現現状状はは？？

茨城県の人口１０万人あたりの医師数は 166.8 人と、全国平均の

230.4 人を大きく下回っています。これは、都道府県の中で多い方から

４６番目、つまり下から２番目です。さらに、鹿行保健医療圏について

は、茨城県の平均を大きく下回る 96.4 人となっています。

県と鹿行地域の市では、あらゆる方法で医師の確保に努めていますが、

地域医療を守るためには、同時に、市民の皆様のご理解とご協力が何よ

り大切です。

このパンフレットでは、地域医療を守るために市民の皆様ができること

をお示しします。

皆様のご協力をお願いいたします。

資料：

茨城県保健医療指標（平成 25年 1月 30 日）

http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/koso/statistics/download/250801health_med.xls

茨城県保健医療計画 平成２２年医師・歯科医師・薬剤師調査

http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/koso/health_med_plan/health_med_plan11.pdf

http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/koso/statistics/download/250801health_med.xls
http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/koso/health_med_plan/health_med_plan11.pdf


おお医医者者ささんんっってて、、どどののくくららいい忙忙ししいいのの？？

ところで

鹿行地域の皆様を守るために医療スタッフが毎日奮闘しています。

鹿行地域南部では、夜間・休日の診療を、数少ない病院が担っていま

す。

１つの病院の常勤医師数は、眼科や皮膚科などすべての診療科を合わ

せて１０数人のところもあります。様々な事情で当直勤務ができない医

師もいますので、この中から、さらに限られた人数で、土曜・日曜・祝

祭日も含めた当直を回すことになります。当直の翌日は通常勤務になり

ますので、まる 2日間、連続勤務になることもあります。

いかに大変な職場であるか、おわかりいただけるでしょう。

大都市では、１つの病院で同時に複数の医師が当直していることが多

いのですが、この地域では、１人の医師が入院患者、外来患者、救急車

の対応をします。１人の医師が重い責任のある長時間勤務を行うことに

なるわけです。厳しい労働条件から体調を崩し辞めざるを得ない医師も

います。医師の数が減ると、負担はますます重く、悪循環になります。

鹿行地域の医療スタッフは、このような過酷な条件の中で、必死に市

民の皆様の健康と命を守るために戦っているのです。



上上手手なな救救急急ののかかかかりりかかたた

そこで

・夜中に急に具合が悪くなった，病院は開いていないし，困ったなぁ・・

こんな時どうしますか？

・夜間・休日は、大病院であっても日中とは診療体制が異なり、スタッフ

も少なく、できる検査や治療が限られてしまいます。

・救急病院では、患者さんの重症度や緊急度によって診察の優先順位をつ

ける「トリアージ」をしています。夜間・休日の診療は、重症の方が優

先です。たとえ，救急車で搬送されても軽症の患者さんは後回しにされ

ることがあります。

でではは，，どどののよよううににすすれればばよよいいででししょょうう

ポポイインントト１１ かかりつけ医を持ちましょう。

ポポイインントト２２ 通常の診療時間（平日の昼間）の受診を心がけ

ましょう。



ポポイインントト１１：：かかかかりりつつけけ医医をを持持ちちままししょょうう

かかりつけのお医者さんを持ち、気になることがあったら、まずは相談し

ましょう。必要なときに、高度な医療が受けられる病院に紹介状を書いても

らうことができます。特に持病がある方は、夜間や休日等に具合が悪くなっ

た時の対処法について、あらかじめかかりつけ医に相談しておきましょう。

また、持病の有無、内服薬、かかりつけ医療機関名、連絡先、薬のアレル

ギーの有無等を記入したカードを財布などにいれておくとよいでしょう。

かかりつけ医は、あなたの生活習慣、家族背景も分かったうえで、あなた

に一番あった治療方法について、相談にのってもらえる強い味方です。

あなたと相性が合い、あなたの話を良く聴いてくれ、治療方針やその効果

などを納得いくまで説明してくれる、かかりつけ医と信頼関係を築くことが

大切です。



かかりつけ医の役割は、治療するだけではありません

患者さんと専門医との橋渡しをします。

・何科を受診すればよいかアドバイスします。

・紹介先の担当医に情報を提供します。

・専門病院で受けた検査の結果や治療方針について説明をします。

保健、福祉、介護に関する情報提供やコーディネートをします。

あなたにピッタリの「かかりつけ医」を

見つけましょう！

大病院は医師の専門分野毎に医療が細かく分かれ、専門医が緊急性の

高い患者さんに高度な医療を提供するところです。軽い病気の時に最

初から受診して、「長時間待たされたのに、診察時間が短くて親身に話

を聞いてもらえない」と感じる患者さんもいるようです。また、曜日

によって担当医が違ってしまったり、医師の転勤により主治医が変わ

ってしまうことがあります。

その点、地域の開業医は、幅広く病気を診てくれて、生涯にわたって

健康の相談相手になってくれる、長くつきあえるので、かかりつけ医

に適しています。そんなかかりつけ医を探すには、近隣の口コミ情報

を集めたり、健診や軽い病気の時に受診してみて、雰囲気を確かめて

おきましょう。

「話しやすい」「話をよく聴いてくれる」「よく説明してくれる」など

「信頼できそう」と思えたらおつきあいしてみると良いでしょう。

「家族みんなの相談相手」になってくれる「かかりつけ医」がみつか

ると良いですね。



ポポイインントト２２：：ででききるるだだけけ診診療療体体制制がが整整っってていいるる通通常常のの

診診療療時時間間帯帯（（平平日日のの昼昼間間））にに受受診診ししままししょょうう。。

平平日日・・昼昼間間のの通通常常のの診診療療時時間間帯帯はは、、医医師師やや看看護護師師、、薬薬剤剤師師、、臨臨床床検検査査技技師師、、

放放射射線線技技師師ななどど多多くくののススタタッッフフががそそろろっってていいてて、、よよりり充充実実ししたた診診療療ががススムムーー

ズズににででききまますす。。緊緊急急ででははなないい時時はは、、ででききるるだだけけ昼昼間間のの診診療療時時間間にに受受診診ししまましし

ょょうう。。日日頃頃かからら、、かかかかりりつつけけ医医をを持持っってて、、通通常常のの診診療療時時間間帯帯にに、、いいろろいいろろなな

ここととをを相相談談ししてておおくくここととがが大大事事でですす。。

ココンンビビニニ受受診診（（自自分分のの都都合合でで診診療療時時間間外外にに受受診診すするるこことと））はは、、本本当当にに緊緊急急

をを要要すするる患患者者ささんんのの迷迷惑惑ににももななりりまますす。。ままたた、、休休日日やや深深夜夜にに受受診診すするるとと休休日日

加加算算やや深深夜夜加加算算でで診診療療費費がが高高くくななるるここととががあありりまますす。。ああななたた自自身身ののたためめににもも、、

地地域域のの皆皆様様ののたためめににもも、、平平日日・・昼昼間間のの受受診診ににごご協協力力ををおお願願いいししまますす。。



的的確確なな診診断断ををううけけるるたためめにに、、ああななたたににででききるる

ママルル秘秘テテククニニッックク教教ええまますす

そそれれでではは

、、

仕仕

がが

状状
医医師師はは、、現現在在のの症症状状、、身身体体所所見見だだけけででななくく、、過過去去のの病病歴歴、、家家族族関関係係、、食食生生活活

事事やや趣趣味味ななどどかからら、、患患者者をを総総合合的的にに診診断断ししまますす。。

医医師師がが診診断断ををすするるとときき、、「「問問診診」」はは、、ととててもも大大事事でですす。。

ああななたたがが、、自自分分のの症症状状、、病病歴歴ををききちちんんとと説説明明ででききるるここととがが正正ししいい診診断断ににつつなな

りりまますす。。

ささああ、、そそここでで、、「「ああななたた」」をを伝伝ええるる大大切切なな病病歴歴をを、、要要領領よよくく説説明明すするるたためめ

にに、、メメモモをを作作っっててみみまませせんんかか。。メメモモをを用用意意すするるここととでで、、正正ししくくききちちんんとと伝伝ええ

るるここととががででききまますす。。ああななたたがが聞聞ききたたいいここととももメメモモににししてておおききままししょょうう。。

一一回回ににすすべべててののここととをを確確認認ででききるるととはは限限りりまませせんん。。そそのの時時にに聞聞くくこことと、、日日時時

をを改改めめてて聞聞くくこことと等等、、優優先先順順位位ををつつけけてておおくくとと良良いいででししょょうう。。

NNHHKK のの「「総総合合診診療療医医ドドククタターーGG」」とといいうう番番組組でで、、ドドククタターーＧＧはは患患者者ささんんのの症症

過過去去のの病病歴歴、、生生活活習習慣慣ななどど様様々々なな情情報報かからら診診断断ししてていいまますす。。



問問診診でではは次次ののよよううななここととををおお聞聞ききししまますす

そそれれでではは、、次次ののよよううななここととををメメモモににままととめめててみみままししょょうう

症症状状：：いいつつかからら、、体体ののどどここにに、、どどののよよううなな症症状状ががででたたののかか、、診診察察ままでで

ににどどののよよううにに変変化化ががああっったたののかか、、発発生生順順にに整整理理ししてておおききままししょょうう。。

病病歴歴（（既既往往歴歴））：：現現在在治治療療中中のの病病気気とと飲飲んんででいいるる薬薬、、ああるるいいはは過過去去にに治治

療療ししたた病病気気をを説説明明ででききるるよよううににししてておおききままししょょうう。。「「おおくくすすりり手手帳帳」」なな

どどががああれればば、、用用意意ししてておおききままししょょうう。。

そそのの他他：：薬薬ののアアレレルルギギーー、、家家族族のの病病気気、、生生活活習習慣慣（（喫喫煙煙、、飲飲酒酒））ななどど

もも説説明明ででききるるよよううにに。。健健康康診診断断やや人人間間ドドッッククのの結結果果もも役役にに立立ちちまますす。。

今回の症状は

いつごろから （例：１ヶ月くらい前から）

こんなときに （例：空腹時に）

体のどこが （例：胃のあたり）

こんな自覚症状がでる（例：キリキリ痛む。痛みは１～２時間くらい続く）

こんなことが気になる（例：父が胃がんだったが、がんだったらどうしよう）

こんなことを聞きたい（例：どんな病気が考えられる？

検査はしなくてはダメ？）

今までにかかった病気 （例：平成 20 年頃（ ５０才頃） 胃炎

昨年職場の健診でコレステロールが高いと言われた ）

現在飲んでいる薬（例：○○錠を毎食後２錠 ）

アレルギーの有無（例：そばアレルギーあり。ペ二シリン系抗生物質で薬疹が

でたことあり ）

生活習慣 （例：たばこを１日２０本、日本酒を１日 1合くらい飲む）



診診察察をを受受けけるるととききのの３３つつののポポイインントト

信頼関係を築くために、大切なのはコミュニケーション！

信頼関係は、患者さんと診療する側の双方で築くものです。きちんと挨

拶や事後報告をしたり、相手の都合を考えた言動に心がけるなど、短い診

療時間を有効に使うように努力しましょう。じっくりお話をすることで気

心も知れてくるでしょう。

患者さんにも、『伝える』『聞く・確認する』『情報を集める』『時間・場所

を選ぶ』『良い関係を作る』努力が必要です。

医師の説明、大事なことはメモしましょう！

メモしたら医師を疑っているようで悪い？→ NO

自分の体です。あなたも主体的に取り組んで下さい。

家に帰ったらもう一度メモを見て、おさらいしましょう。

・医師の指示はさっそく実行します。

・わからないことがあれば書き出して整理しておきます。

次の診察で医師に確認をしましょう。

わからないことを医師に質問したら、悪い？ →NO！

医師の説明を理解していないのに、あいまいなままに返事を

していませんか？説明の内容がわからない時は、「わからないの

でもう一度説明してください。」と正直に言ってください。それ

があなたにあった治療につながります。



病病院院へへ行行けけばば病病気気がが治治るる？？

診診療療ににおおいいてて、、医医師師のの義義務務はは、、患患者者ささんんののたためめにに最最善善をを尽尽くくすすこことと

（（そそののととききのの医医療療水水準準以以上上のの治治療療をを行行ううこことと））でですす。。

たただだ、、医医療療のの分分野野もも完完全全ででははあありりまませせんん。。

そそののととききのの医医療療水水準準でではは、、症症状状のの悪悪化化をを遅遅ららせせるるここととがが最最善善のの場場合合もも

あありりまますす。。病病気気ががすすべべてて治治るるここととがが保保証証さされれてていいるるわわけけででははあありりまませせんん。。

だだかかららここそそ、、ああななたた自自身身がが納納得得ししてて受受診診すするるここととがが必必要要

でですす。。

ココミミュュニニケケーーシショョンンのの基基本本ははああいいささつつかからら

よよりり良良いい関関係係作作りりははああななたたににもも責責任任がが・・・・

診診察察室室にに入入っっててかからら、、黙黙っってて椅椅子子にに座座っってて

いいまませせんんかか？？



にに
救救急急医医療療のの役役割割分分担担

◆◆救救急急医医療療をを行行うう医医療療機機関関のの役役割割はは主主にに次次のの３３つつにに分分かかれれまますす。。

○○ 比比較較的的軽軽症症にに対対応応すするる「「初初期期救救急急」」

○○ 入入院院治治療療をを必必要要ととすするる「「二二次次救救急急」」

○○ 重重篤篤なな患患者者にに対対応応すするる「「三三次次救救急急」」（（主主にに高高度度医医療療がが必必要要なな場場合合））

最最初初かからら高高度度なな医医療療をを担担うう病病院院にに多多くくのの方方がが受受診診ししててししままううとと、、本本当当

にに高高度度医医療療がが必必要要なな方方にに適適切切なな医医療療をを提提供供すするるここととががででききななくくななりりまますす。。

救救急急医医療療ののししくくみみををごご理理解解いいたただだくくよよううおお願願いいししまますす。。

（（例例））鹿鹿嶋嶋市市夜夜間間小小児児救救急急診診療療所所はは「「初初期期救救急急」」をを担担っってていいまますす。。

救救急急でで受受診診ししたた医医療療機機関関でで、、よよりり専専門門的的なな診診療療がが必必要要とと判判断断さされれたた場場合合

、、他他のの病病院院にに転転送送さされれるる場場合合ががあありりまますす。。



「「地地域域医医療療連連携携」」っってて知知っってていいまますすかか？？

医医療療はは 11 つつのの病病院院内内でですすべべてて完完結結すするるののででははななくく、、地地域域のの病病院院・・診診療療

所所全全体体でで支支ええるる時時代代ににななりりままししたた。。発発病病かからら診診断断・・治治療療・・リリハハビビリリ・・在在

宅宅療療養養ままでで、、複複数数のの医医療療機機関関がが役役割割分分担担しし、、ひひととりりのの患患者者ささんんにに継継続続的的

なな治治療療をを行行っってていいまますす。。

病病院院のの機機能能もも様様々々でですす。。急急性性期期のの治治療療がが専専門門のの病病院院、、リリハハビビリリがが専専門門

のの病病院院、、在在宅宅にに戻戻るるたためめのの準準備備ににつついいてて専専門門的的ににおおここななっっててくくれれるる病病院院

ななどど、、治治療療のの段段階階にに応応じじてて病病院院をを移移っってていいたただだくくここととももあありりまますす。。段段階階

にに応応じじてて適適切切なな医医療療ををよよりり多多くくのの方方にに提提供供すするるたためめにに必必要要ななここととでですす。。

そそししてて多多くくのの方方にに必必要要なな医医療療がが行行ききわわたたるるよようう皆皆様様

ののごご理理解解とと協協力力ををおお願願いいいいたたししまますす。。



知知っってておおくくとと役役立立つつ連連絡絡先先ははここここ！！



茨城県医療対策課のホームページからダウンロードできます

http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/isei/div/system/emergency/pdf/kodomobook.pdf

症状別の対処法や受診の目安

がまとめられたスグレモノ



鹿嶋市夜間小児救急診療所

診療日：毎日

診療時間：20:00～23:00（受付は 22:45 まで）

場所：鹿嶋市鹿島保健センター内

鹿嶋市宮中 1198 番地２

電話：0299(82)3817

対象：中学生以下、 急な発熱、腹痛などに対する応急診療

＊ 外科的な診療はできません

問い合わせ：鹿嶋市役所健康増進課 0299(82)2911

内線 360、361

かかりつけ医

医療機関名：

電話：

メモ：治療中の疾患：

飲んでいる薬：

アレルギーの有無：

既往歴（過去にかかった病気）：

救急の場合の対応

（かかりつけ医と相談しておいて下さい）

あなたが記入する欄です

監修 平成 25 年 12 月

茨城県医師会

茨城県保健福祉部医療対策課

茨城県潮来保健所


